
新年度の予算では、引き続き危機への対応に取り組みます。新型コロナウイルス感染症の影響を受ける方々の
支援とともに、社会活動の再開に注力していく考えです。また、豪雨災害からの復旧・復興を進め、災害に強い安
全・安心なまちを構築していきます。 
何よりも、本市が抱える構造的な問題の解決を急がなければなりません。持続可能な行政運営を実現するた

めには、あらゆる事務・事業の見直しが必要です。予算編成に当たっては、市として初めて市長・副市長が全ての
内容に目を通し、精査を行っています。費用対効果を踏まえて、全体最適が実現できるよう調整し、未来への投資
へ振り向けました。新年度に改められなかった部分については、早期に対処できるよう準備を進めています。
市の組織体制においては、大規模災害への対応や重点施策の推進に向けた再編を行いました。併せて、組織

運営の効率性が高まるよう全庁的な業務の見直しにも取り組んでいます。

令和3年8月の大雨災害の復旧事業費を約11億円計上している、3年ぶりの増額編成（前年度比+3.1％）
となりました。復旧事業費を除いた予算規模は約187億円であり、歳出の抑制は進んでいます。

●自主財源・・・・・・・・市税や使用料など市が自主的に収入できる財源。
●依存財源・・・・・・・・地方交付税や国庫支出金など、国などから配分される財源。
●地方交付税・・・・・・格差を是正するため国から交付されるお金。
●国庫支出金・・・・・・国(県)から使い道が決められて支給されるお金。
●市債・・・・・・・・・・・・建設事業や災害復旧事業などのために市が借り入れるお金。

●扶助費・・・・・・・・・・社会保障制度で使われるお金。
●公債費・・・・・・・・・・借金の返済に充てるお金。
●普通建設事業費・・道路、橋りょう、学校、庁舎などを建設するためのお金。
●物件費・・・・・・・・・・指定管理料等の委託料、光熱水費、備品購入費など。
●補助費等・・・・・・・・各種団体への補助金や負担金、講師への謝礼金など。
●繰出金・・・・・・・・・・上下水道などの事業会計に対して、収支を合わせるために一般会計から繰り出すお金。
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令和4年度 施政方針・予算

令和4年度当初予算

施政方針要約

一般会計歳出（性質別）
総額 198億886万円

用語解説

一般会計歳入
総額 198億886万円

分担金及び
負担金
0.6％

使用料及び
手数料
1.4％

その他
7.6％

自主財源
27.0％

依存財源
73.0％

地方譲与税・
各種交付金

5.1％

国庫支出金
9.0％

県支出金
11.0％

市債
6.0％人件費

17.5％

予備費
0.2％

貸付金
0.0％

扶助費
14.1％

義務的経費
46.4％

その他の
経費
42.9％

投資的
経費
10.7％ 公債費

14.8％

普通建設事業費 4.9％災害復旧事業費 5.7％

物件費
17.7％

維持補修費
1.0％

補助費等
11.2％

積立金
2.9％

繰出金
10.0％

地方交付税
41.9％

市税
17.4％

【歳入】

【歳出】

　市では、これまで有害鳥獣の捕獲や侵入防止柵などの設置に取り組んできましたが、顕
著な被害軽減効果を得ることができていませんでした。近年では、農作物の被害のみなら
ず、人が襲われたり、車と接触するなどの生活への被害も増加しています。このような状況
を早急に改善するために、令和3年度から市で取り組んでいる鳥獣対策をご紹介します。

イノシシ対策モデル事業スタート
市では令和3年度から、向原町坂の千日集落をモデル地区に指定し、全国で実績のある鳥

獣対策コンサルタントの株式会社BO-GAに業務を委託。さまざまな対策に取り組んでいま
す。この事業で得たノウハウを全市に普及させ、最終的には農作物被害額ゼロを目指します。

畑に野菜くずなど、餌となってし
まうものを放置しない。柿の木や
栗の木を放置することも、鳥獣
を呼び寄せてしまう要因になり
ます。

山際に加え、ほ場ごとにも防護
柵を設置。防護柵や電気柵の正
しい張り方、管理の仕方を説明
しました。

猟師と地域住民が連携しなが
ら、みんなで捕獲するシステム作
りに努めています。わな点検時の
ポイントやエサの入れ方なども
説明しました。

□地域営農課　農地利用係　☎・お太助フォン 47-4021問

鳥獣対策に取り組んでいます！
全国的に深刻な被害

令和3年度、モデル地区の被害額は65万7
千円と前年度142万円から半減しました。
今後はさらに対策を強化し、この事業で
得たノウハウを全市へ展開していきます。

来月からコラム始まります！
モデル事業に参加している鳥獣対策コンサルタント「株式会社
BO-GA」の専務取締役、市川哲生さんによるコラムがスタート。
モデル事業から見えてきた地域の課題や鳥獣から農作物を守る
ために効果的な手法など鳥獣対策に役立つ情報をお届けします。
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（万円）【 有害鳥獣捕獲数（狩猟捕獲以外） 】 【 農作物被害額の推移 】
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シカの捕獲頭数は県内1位。
生息数も多いと推測されます。

鳥獣被害による被害額は
再び増加しています。

成果

寄せない 入れない 捕まえる
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